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節　
　

分

　

節
分
は
季
節
の
移
り
変
わ
る
時
の
こ
と
で
、

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立
冬
の
前
日
を
指
し

て
年
四
回
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
も
っ
ぱ
ら

立
春
の
前
日
で
冬
の
季
節
か
ら
春
の
季
節
へ

の
変
わ
り
目
を
指
し
て
い
ま
す
。
滴
翠
会
の

各
施
設
で
は
、
節
分
は
伝
統
行
事
と
し
て
毎

年
大
切
に
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

上
の
写
真
は
、
年
男
年
女
が
参
加
し
て
、

に
ぎ
や
か
に
催
さ
れ
た
養
護
老
人
ホ
ー
ム
滴

翠
苑
の
今
年
の
豆
ま
き
風
景
で
す
。
節
分
の

翌
日
は
立
春
で
す
。
余
寒
は
き
び
し
い
毎
日

で
す
が
、
日
差
し
は
日
毎
に
明
る
く
な
っ
て

春
の
気
配
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
の
冬
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
細
菌
性
疾

患
に
か
か
る
方
も
皆
無
で
、
何
よ
り
嬉
し
い

事
で
し
た
。

 

皆
さ
ん
元
気
に
笑
顔
で
明
る
い
春
を
お
迎

え
下
さ
い
。

  

あ
た
た
か
く
炒
ら
れ
て
う
れ
し
年
の
豆　

虚
子

滴 翠 苑 の 節 分 で 豆 ま き
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◦
養
護
老
人
ホ
ー
ム

滴て
き

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

か
す
み
が
う
ら
市
横
堀
四
五
一―

五

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

五
九―

三
六
三
一

　

低
温
や
け
ど

　

暖
房
器
具
は
適
切
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
低
温
や
け
ど
」
は
体
温
よ
り
少
し
高
い

温
度
（
40
〜
44
度
程
度
）
の
熱
源
に
長
時
間
、

体
の
同
じ
部
分
が
触
れ
て
い
る
こ
と
で
起
こ

り
ま
す
。
特
に
こ
の
時
期
、
体
を
温
め
て
く

れ
る
暖
房
器
具
の
使
い
方
を
間
違
え
る
と
、

「
低
温
や
け
ど
」
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
、

注
意
が
必
要
で
す
。

　

湯
た
ん
ぽ
や
電
気
あ
ん
か
も
厚
手
の
布
袋

な
ど
に
入
れ
て
使
用
。
さ
ら
に
、
湯
た
ん
ぽ

や
電
気
あ
ん
か
、
電
気
毛
布
な
ど
は
、
就
寝

前
に
セ
ッ
ト
し
て
布
団
を
温
め
、
就
寝
時
に

布
団
か
ら
出
す
か
、
電
源
を
切
り
ま
す
。
あ

る
い
は
、
タ
イ
マ
ー
を
設
定
す
る
な
ど
し
て
、

一
晩
中
の
使
用
は
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

こ
た
つ
や
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
、
つ
い

ウ
ト
ウ
ト
…
…
。
う
た
た
寝
も
厳
禁
で
す
。

―

新
聞
よ
り
抜
粋―

　

節　

分　

祭

　

二
月
三
日
、
節
分
祭
が
集
会
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
苑
長
よ
り「
節
分
」の
由
来
や「
邪

気
」
に
つ
い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

あ
と
、
八
十
四
歳
を
迎
え
る
年
女
三
名
の
方

を
中
心
に
、
鬼
の
お
面
を
か
ぶ
り
、
金
棒
を

持
っ
た
男
性
利
用
者
四
名
と
一
緒
に
、
玄
関

前
と
苑
庭
に
「
鬼
は
外
・
福
は
内
」
と
元
気

良
く
大
き
な
声
で
豆
を
ま
き
ま
し
た
。

　

豆
ま
き
の
後
は
、
福
茶
と
お
ま
ん
じ
ゅ
う

を
全
員
で
頂
き
、
今
年
一
年
の
無
病
息
災
を

願
い
ま
し
た
。

　

立
春
を
迎
え
、
暦
の
上
で
は
春
を
迎
え
ま

し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
、

寒
い
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
の
で
、
元
気

に
春
を
迎
え
ら
れ
る

様
皆
さ
ん
が
ん
ば
っ

て
下
さ
い
。

鬼 は 外  福 は 内
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�
二
月
の
行
事

　

節　

分　

祭　
　
　
　
　

二
月　
　

三
日

　

お
誕
生
会　
　
　
　
　
　

二
月
二
十
六
日

　

滴
翠
苑
に
お
い
て
は
、
特
に
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
の
使
い
方
を
注
意
し
て
い
ま
す
。

　

夜
間
巡
回
時
、
敷
布
団
の
下
の
ホ
ッ
ト
カ

ー
ペ
ッ
ト
を
確
認
し
、
強
温
度
で
使
用
し
て

い
る
場
合
は
低
く
し
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト

を
使
用
し
て
い
な
が
ら
、
掛
け
布
団
を
か
け

ず
に
毛
布
一
枚
で
寝
て
い
る
場
合
に
は
、
ホ

ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
消
し
、
掛
け
布
団
を
か

け
直
し
ま
す
。

　

高
齢
者
の
場
合
、
ホ
ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

つ
け
た
ま
ま
寝
て
い
て
、
脱
水
症
に
な
る
事

も
心
配
で
す
。
こ
ま
め
な
注
意
が
必
要
で
す
。

　

新　

年　

会

　

一
月
二
十
九
日
、
新
年
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
の
新
年
会
の
ゲ
ー
ム
は
「
宝
く
じ
」

「
す
ご
ろ
く
」「
福
笑
い
」を
行
い
ま
し
た
。「
福

笑
い
」
で
は
、
お
か
め
と
ひ
ょ
っ
と
こ
の
顔

の
パ
ー
ツ
の
位
置
が
あ
ち
こ
ち
に
散
ら
ば
り
、

皆
さ
ん
大
笑
い
で
し
た
。

　

余
興
で
は
、
職
員
に
よ
る
歌
や
踊
り
を
披

露
し
ま
し
た
。
女
性
職
員
六
名
に
よ
る
「
河

内
お
と
こ
節
」
の
踊
り
で
は
、
座
っ
た
ま
ま

一
緒
に
踊
っ
て
い
る
利
用
者
も
み
ら
れ
ま
し

た
。
今
後
の
リ
ハ
ビ
リ
に「
河
内
お
と
こ
節
」

の
踊
り
を
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
頂
け
る

新
年
会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新 年 会 の 職 員 の 余 興
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◦
救
護
施
設

慈じ

翠す
い

舘か
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
六
一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
四―

二
八
七
一

　

新　

年　

式

　

慈
翠
舘
で
は
毎
年
、
一
月
一
日
の
昼
食
時

に
祝
膳
を
囲
み
「
新
年
式
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

当
日
は
、
滴
翠
会
理
事
長
・
慈
翠
舘
施
設

長
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
の
あ
い
さ
つ
と
、
慈
翠
舘

利
用
者
の
自
治
会
で
あ
る
み
ど
り
会
会
長
か

ら
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
み
ど
り
会
会
長
の
鷲
頭
様
に
年

始
に
ふ
さ
わ
し
い
ご
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

祝
膳
の
後
は
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
も
職
員

も
皆
で
写
真
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。
撮
影
の

際
に
は
、
満
面
の
笑
顔
の
方
、
り
り
し
い
表

情
の
方
、
穏
や
か
な
表
情
の
方
と
、
皆
さ
ん

思
い
思
い
の
気
持
ち
と
表
情
で
記
念
撮
影
を

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
よ
う
に
し
て
、
慈
翠
舘
の
一
年

が
始
ま
り
ま
す
。

　

合
奏
ク
ラ
ブ
活
動

　

合
奏
ク
ラ
ブ
は
毎
週
木
曜
日
に
定
例
の
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
利
用
者
は
男
性
三
名
・

女
性
六
名
の
合
計
九
名
で
、
大
太
鼓
・
キ
ー

ボ
ー
ド
・
タ
ン
バ
リ
ン
等
の
楽
器
を
手
に
練

習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
練
習
中
に
は
、
音
が

合
わ
ず
に
ず
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
間
違
っ
て

演
奏
し
て
し
ま
い
何
度
も
同
じ
曲
を
練
習
し

た
り
、
新
曲
に
も
挑
戦
し
た
り
も
し
て
い
ま

す
。

　

又
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
季
節
に
な
る
と
、
楽

器
を
ハ
ン
ド
ベ
ル
に
変
え
て
、
美
し
い
メ
ロ

デ
ィ
ー
を
奏
で
て
い
ま
す
。
演
奏
は
慈
翠
舘

の
ク
リ
ス
マ
ス
会
だ
け
で
は
な
く
、
姉
妹
施

設
の
滴
翠
苑
の
ク
リ
ス
マ
ス
会
に
も
招
待
を

さ
れ
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
前
で
演
奏
を
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
練
習
を
積
み
重
ね
、
揃
い
の

コ
ス
チ
ュ
ー
ム
に
身
を
包
み
、
よ
り
多
く
の

会
場
で
曲
を
披
露
出
来
る
様
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

新 年 会 の 祝 膳
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�
職
員
研
修
・
会
議

　

知
事
を
囲
ん
で
の
懇
談
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
二
十
一
日

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
月
二
十
七
日

　

�
二
月
の
行
事

　

節　

分　
　
　
　
　
　
　

二
月　
　

三
日

　

生
活
相
談
室　
　
　
　
　

二
月　

十
三
日

　

新
任
職
員
紹
介

　
　
　
　
栄
養
士　

池
㟢　

久
美
子

（
平
成
二
十
六
年
九
月
採
用
）

　

昨
年
の
九
月
よ
り
、
慈
翠
舘
に
勤
務
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
栄
養
士
の
池
㟢
で
す
。

　

栃
木
県
茂
木
町
よ
り
通
勤
し
て
お
り
ま
す
。

茂
木
の
大
自
然
の
中
で
育
っ
た
せ
い
か
、
の

ん
び
り
と
マ
イ
ペ
ー
ス
な
と
こ
ろ
が
あ
り
、

あ
ま
り
慌
て
な
い
の
が
た
ま
に
き
ず
で
す
。

　

施
設
の
栄
養
士
と
し
て
業
務
に
就
く
の
は

久
し
ぶ
り
で
す
が
、
利
用
者
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
食
事
を
提
供
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

初　
　

詣

　

平
成
二
十
七
年
を
迎
え
、
慈
翠
舘
の
最
初

の
外
出
行
事
は
初
詣
に
な
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
希
望
者
を
募
っ
て
の
参
加
と
な

り
、
石
岡
市
内
の
金
刀
比
羅
神
社
へ
参
拝
に

行
く
班
・
笠
間
市
内
の
笠
間
稲
荷
神
社
へ
参

拝
に
行
く
班
に
分
か
れ
、
利
用
者
五
十
二
名

の
方
が
参
拝
に
出
掛
け
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
境
内
に
着
く
と
、
一
人
一
人
が
新

年
を
迎
え
ら
れ
た
感
謝
の
気
持
ち
や
、
思
い

思
い
の
願
い
事
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
拝

を
終
え
る
と
、
ジ
ュ
ー
ス
や
甘
酒
を
飲
み
一

休
み
し
、「
天
気
が
良
く
て
気
持
ち
が
い
い

ね
。」「
皆
で
ま
た
来
年
も
来
ら
れ
る
と
い
い

ね
。」と
話
し
な
が
ら
帰
路
へ
と
着
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
、
元
気
に
一

年
過
ご
せ
る
様
願
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

初 詣  笠 間 稲 荷 神 社
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◦
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

明め
い

翠す
い

苑え
ん

だ
よ
り

石
岡
市
半
の
木
一
一
四
八
一―

一

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
〇
二
九
九―

二
三―

九
六
二
〇

　

節　
　

分

　

二
月
三
日
の
節
分
は
、
明
翠
苑
で
も
毎
年

恒
例
の
行
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

玄
関
な
ど
出
入
り
口
の
計
五
ヵ
所
に
は
、

魔
除
け
と
し
て
「
や
い
か
が
し
」
を
飾
り
ま

し
た
。

　

午
前
中
は
、
施
設
長
、
年
男
・
年
女
の
職

員
三
名
で
石
岡
市
内
の
常
陸
國
総
社
宮
へ
行

き
、
お
祓
い
を
受
け
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

総
社
宮
か
ら
い
た
だ
い
て
き
た
御
札
・
御
神

酒
・
福
豆
は
明
翠
苑
の
玄
関
に
い
る
お
地
蔵

様
に
お
供
え
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
豆
ま
き

で
す
。
職
員
を
鬼
に
見
立
て
、「
福
は
内
、

鬼
は
外
」
と
元
気
に
ま
い
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
午
後
の
お
や
つ
に
は
福
茶
と
お

饅
頭
を
召
し
上
が
っ
て
い
た
だ
き
、
無
病
息

災
を
願
い
ま
し
た
。

　

明
翠
苑
に
は
鬼
を
寄
せ
つ
け
ず
、
た
く
さ

ん
の
福
が
く
る
よ
う
今
後
も
節
分
行
事
を
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新　

年　

会

　

一
月
八
日
の
新
年
会
は
例
年
に
も
増
し
て

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

万
寿
会
会
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
、
会
長
の

仲
さ
ん
の
掛
け
声
に
合
わ
せ
、
皆
さ
ん
も
元

気
な
声
で
新
年
の
意
気
込
み
が
聞
か
れ
ま
し

た
。

　

ゲ
ー
ム
は
、
各
グ
ル
ー
プ
対
抗
の
く
じ
引

き
に
よ
る
点
数
競
争
が
行
わ
れ
、「
私
が
」「
俺

が
」
と
名
乗
り
を
上
げ
る
方
が
続
出
、
白
熱

し
た
対
戦
に
な
り
声
援
と
笑
い
声
が
飛
び
交

い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
職
員
も
含
め
た
「
黒

ひ
げ
危
機
一
髪
」
で
は
、
負
け
た
男
性
職
員

が
女
装
で
登
場
、
見
慣
れ
て
い
る
職
員
の
変

貌
ぶ
り
に
手
を
叩
き
笑
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
お
や
つ
に
は
た
い
焼
き
が
ふ
る
ま

わ
れ
、
福
袋
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
っ
て
終
始

笑
顔
の
た
え
な
い
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
最
初
の
つ
ど
い
は
、
笑
顔
が
あ
ふ
れ

た
楽
し
い
一
年
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

節 　 　 分
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１月の出来事

１月１日　「年頭の辞」が行われ、
　皆さんで年明けを祝い、あいさつ
　をかわしたり写真を撮りました。
１月５日　座談会を行い、改めて皆
　さんが集まる場で新年のあいさつ
　と、この時期に注意してほしい感
　染症予防方法の話がありました。
１月８日　新年会が催されました。
　職員が仮装したりと皆さんも笑顔
　になり楽しんでいただけたと思い
　ます。
１月９日　「鍋の日」ということで、
　昼食に鶏団子鍋をお出しし、心と
　体を温めていただきました。
１月28日　「ふらんす亭」の昼食では、
　チキンドリアセット・焼鮭のきの
　こソース定食・広東麺セット・フ
　レンチトーストが用意され、皆さ
　んに好きなものを選んでもらいま
　した。焼鮭のきのこソース定食が
　一番人気でした。

明翠苑ニュース
（１月分）

面　会　　　　  78件　延112名来苑
ショートステイ　　５名　延83日利用
ボランティア
　売　　　店　　　１名　１日来苑
研　修
メンタルヘルスケア研修　１月30日

明翠苑の「日常あ・れ・こ・れ」

冬季の防災訓練

　年が明け、月日が経つのも早く「も
う２月か？」と明翠苑のあちらこち
らで聞かれます。
　月に一度行っている避難訓練です
が、冬季は感染症の予防のため自粛
しています。その代わりとして職員
のみの防災訓練を行っています。適
度に防災設備を使用することで、「い
つでも正確に扱えるように」を目的
としています。また、新任職員に対
しては震災時の実例を知ってもらっ
たり、個別的にも指導をしています。
先月は実際に、①防災設備の設置場
所、②防災設備の取り扱いと管理方
法、③避難・避難誘導時の注意点、
④緊急時の連絡網を使用した連絡方
法などを中心に、より細部にわたり
理解してもらいました。
　災害に関しての訓練に備え過ぎは
ありません。明翠苑では、皆さんの
健康管理はもちろんのこと、もしも
の時の身の安全を守れるよう努力し
ています。今後も訓練を怠らずに備
えていきます。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

　今年度、（１月22日現在）インフ
ルエンザやノロウイルスの発症者は
いません。
　この時期、手指消毒や湿度調節、
受診などの外出時のマスク着用など、
感染症の予防対策を徹底しています。
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デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

一
月
八
日（
木
）

参加人数　　　６名（男１名　女５名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　赤飯、すまし汁、刺身
　　　　　　　里芋のうま煮、ほうれん草のごま和え
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　新年会

　今日は新年会なので、お昼はお赤飯・
刺身が出ました。とても美味しく、皆さ
ん完食されていました。午後は苑と合同
の新年会が行なわれました。レクリエー
ションのゲームでは５チーム中４位と残
念でした。次は頑張ります。おやつのミ
ニたい焼きも美味しく頂き、楽しい時間
はあっという間にすぎてしまいました。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
日
誌

一
月
五
日（
月
）

参加人数　　　７名（男１名　女６名）
送　　迎　　　往き 8:30　帰り 16:00
昼食のメニュー　御飯、魚の菜種焼き
　　　　　　　かぶの挽肉あん、バンサンスウ
機能訓練　　　嚥下体操、リハビリ体操
レクリェーション　運動（お正月ゲーム）

　今日から平成27年のデイサービス
が始まりました。皆さん元気な顔を
見せてくれたので安心しました。「風
邪なども引かず、年末年始を過ごし
ました」との声、本当に良かったで
す。午後から双六、福笑いを行いま
した。今年も楽しく過ごしましょう。

新
年
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「
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？
身
体
に
し
び
れ
や
麻
痺
・
関
節
拘
縮

な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
通
院
が
困
難
な
方
や

在
宅
で
療
養
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た
、

あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
の
国
家
資
格
保

持
者
が
行
う
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
す
。

　

身
体
に
麻
痺
の
あ
る
方
や
関
節
拘
縮
の
あ

る
方
、
歩
行
困
難
な
方
、
足
が
む
く
み
や
す

い
方
、
寝
た
き
り
状
態
の
方
な
ど
日
常
生
活

に
支
障
が
あ
る
方
が
利
用
す
る
事
が
で
き
ま

す
。
期
待
で
き
る
効
果
と
し
て
は
関
節
拘
縮

の
予
防
と
改
善
、
筋
力
の
維
持
強
化
、
血
行

不
良
の
改
善
、
上
下
肢
の
関
節
可
動
域
の
拡

大
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
、
医
療
保
険
が
使
わ
れ
る
た
め
医
師

の
同
意
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
医
療

マ
ッ
サ
ー
ジ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
な
け
れ

ば
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
時

間
は
二
十
分
ほ
ど
で
、
施
術
箇
所
に
よ
っ
て

料
金
は
健
康
保
険
一
割
負
担
の
方
で
三
百
円

か
ら
五
百
円
ほ
ど
で
す
。
そ
の
中
に
は
往
診

料
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
行
わ
れ
る
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
利
用
す
る
場
合
は
、
主
治
医
か

ら
理
学
療
法
士
等
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
指
示
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
内
容
は
、

自
宅
で
出
来
る
だ
け
自
立
し
た
生
活
を
す
る

為
に
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
が
主
体
と
な

り
ま
す
。
移
乗
や

歩
行
・
食
事
・
排

泄
な
ど
の
身
の
回

り
の
動
作
の
練
習
、

必
要
な
福
祉
用
具

の
検
討
、
家
事
動

作
の
練
習
や
自
宅

で
出
来
る
運
動
や
体
操
の
指
導
に
、
介
護
者

に
対
す
る
介
護
の
方
法
ま
で
多
岐
に
わ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
て
訪
問
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
ご
本

人
の
身
体
に
直
接
施
術
し
、
血
液
や
リ
ン
パ

な
ど
の
循
環
や
新
陳
代
謝
を
良
く
し
て
、
床

ず
れ
や
む
く
み
の
改
善
を
図
っ
た
り
、
硬
く

な
っ
た
筋
肉
を
緩
め
た
り
、
筋
緊
張
を
和
ら

げ
、
痛
み
や
し
び
れ
を
軽
減
す
る
の
が
目
的

で
す
。

　

寝
た
き
り
で
な
く
て
も
ベ
ッ
ド
に
い
る
時

間
が
長
く
な
っ
た
り
、
動
く
こ
と
が
少
な
く

な
る
と
〝
廃
用
症
候
群
〟
と
い
っ
て
身
体
の

関
節
が
硬
く
な
っ
た
り
筋
力
が
低
下
し
て
し

ま
い
ま
す
。
家
族
が
マ
ッ
サ
ー
ジ
し
て
あ
げ

る
の
に
も
限
界
が
あ
り
ま
す
の
で
こ
う
い
う

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
手
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー　

井
川　

由
美
子　



養 護 老 人 ホ ー ム　  滴 　 　 翠 　 　 苑
救 　 護 　 施 　 設　  慈 　 　 翠 　 　 舘
特 別 養 護 老 人 ホ ー ム　  明 　 　 翠 　 　 苑
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デイサービスセンター　  華　　翠　　会　　舘
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社会福祉法人　滴　翠　会

ご利用をお待ちしています

医 　 療 　 法 　 人 　 高 　 木 　 医 　 院

http://tekisuikai.or.jp/

職員募集中　詳しくはホームページ又は施設へご連絡下さい
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吉
田
松
陰

今月のことば

☆簡単パングラタン（一人分 エネルギー430kcal　塩分1.6g）

食パンを使ったグラタンです。やわらかく仕上りますので、
高齢者の方にも食べやすいと思います。

●材　料（１人分）
　６枚切食パン１枚／牛乳200㎖／卵１個／塩・コショウ少々
　ブロッコリー30ｇ／ハム（又はウィンナー）１枚
　ピザ用チーズ（とろけるチーズでも可）10ｇ／バター適量

●作り方
①ブロッコリーは、小房にし、塩ゆでしておく。ハムは、たべ
　やすい大きさに切る。
②耐熱皿にバターを薄くぬっておく。そこに３㎝角に切った食
　パンをしく。
③②に牛乳・卵・塩・コショウをよくまぜた物を流し入れ、パ
　ンにしみ込ませる。
④③の上にチーズをのせ、ブロッコリーとハムをかざる。
⑤レンジ600Wで１分30秒〜２分様子をみながら加熱して下さい。
※上にかざる物は、ミックスベジタブル等、好きな物をのせて
　みて下さい。

明翠苑　管理栄養士　飯田仁美　


